
民生費は増加して今では一般会計の５０%以上を占めている。２２年度に急増した
のは、民主党政権でこども手当が新設、増額されたから。その後政権が変わり旧
児童手当制度に戻った。老人福祉費が増えていないが、介護保険や高齢者医療保
険が別会計になっているため。「国保、介護その他」は実質老人福祉の経費と考
えれば、かなりの比重を占めていることになる。２８予算には「はーとふる福祉
センター」の経費が入っている。これら経費増の財源は、次回、収入(歳入)のグ
ラフで明らかになる。
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民生費の何が増えたのか（億円） 

２２年度、こども手当新設で児童関係経費が急増、 

２４年度児童手当に戻り減少 
 

民生費合計（右軸） 

国保、介保負担、人件費その他 

老人福祉（医療介護は別会計） 

障害者関係費 

児童手当、扶養手当、その他児童

関係 

保育園（市立含む） 

母子・子育て・学童など 

生活保護費 


